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�「税金で　つくろう良い街　良い未来」八條中学校3年・島津 恵子さん、「税金で　未来の日本が　変わるはず」八幡中学校2年・豊田　麻衣さん、�
　「新しい　未来へつながる　みんなの税」潮止中学校3年・川田 幸枝さん（平成18年度税に関する標語・越谷税務署長賞）�
　2月は、固定資産税第4期、国民健康保険税・介護保険料第9期の納期です。納付には、安全・確実・便利な口座振替を。�

�「区別とは　差別とちがう　男女参画」八潮市男女共同参画標語最優秀賞　八潮中学校3年・油科　美佳さん�

市
民
税･

県
民
税
の�

申
告
は
八
潮
メ
セ
ナ
へ�

　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

◆
一
般
書�

・「
ま
い
に
ち
薔
薇
い
ろ
田
辺
聖
子�

　
Ａ
　
ｔ
ｏ
　
Ｚ
」�

田
辺
　
聖
子
　
ほ
か
　
著�

「
田
辺
聖
子
全
集
」
編
集
室
　
編�

・「
赤
朽
葉
家
の
伝
説
」�桜

庭
　
一
樹
　
著�

・「
ま
と
い
大
名
」�

山
本
　
一
力
　
著�

・「
正
し
く
時
代
に
遅
れ
る
た
め
に�

　
―
有
栖
川
有
栖
エ
ッ
セ
イ
集
―
」�

有
栖
川
　
有
栖
　
著�

◆
児
童
書�

・「『
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
』
の
丘
か
ら

　
―
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
―
」�

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
Ｓ
・
ユ
ア
ン
　
著�

奥
田
　
実
紀
　
訳�������

・「
こ
こ
が
知
り
た
い
！
日
本
の
鉄
道
２�

　
―
山
と
海
の
鉄
道
―
」�小

林
　
寛
則
　
著�

こ
ど
も
く
ら
ぶ
　
編�

・「
ウ
サ
ギ
が
丘
の
き
び
し
い
冬
」�

ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ソ
ン
　
作�

三
原
　
泉
　
絵�

・「
ま
る
い
ね
ま
る
い
ね
」�

ケ
ビ
ン
・
ヘ
ン
ク
ス
　
文�

ダ
ン
・
ヤ
ッ
カ
リ
ー
ノ
　
作�

■
休
館
日
の
お
知
ら
せ�

・
八
幡
図
書
館
　
２
月
１２
日
�
、
３
月
５�

　
日
�
〜
９
日
��

・
八
條
図
書
館
　
２
月
１９
日
��

・
八
幡
・
八
條
図
書
館
　
２
月
２８
日
��

���

　
〜
子
ど
も
あ
ん
し
ん
登
下
校
推
進

事
業
〜�

　
本
年
度
、
埼
玉
県
が
進
め
る
「
子
ど
も

あ
ん
し
ん
登
下
校
推
進
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
市
内
の
全
小
学
校
で
は
、
地
域
安

全
マ
ッ
プ
を
作
製
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
登
下
校
の
安
全
に

つ
い
て
子
ど
も
自
身
が
考
え
、
自
分
た
ち

の
目
線
で
通
学
路
等
を
点
検
す
る
活
動
を

通
し
て
、
危
険
を
予
知
し
回
避
す
る
能
力

を
育
て
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
進
め
ら

れ
ま
し
た
。�

�����������������

　
８
月
に
は
、
先
生
方
を
対
象
に
地
域

安
全
マ
ッ
プ
作
製
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
９
月
以
降
は
、
子
ど
も
た
ち
自

身
の
活
動
、
親
子
の
協
力
、
地
域
の
方
々

と
の
連
携
な
ど
、
各
小
学
校
の
実
態
や

子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
工

夫
を
し
、
各
校
の
特
徴
を
生
か
し
た
地

域
安
全
マ
ッ
プ
作
製
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。�

　
取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
、
松
之
木

小
学
校
で
は
、
６
年
生
が
学
級
活
動
の

時
間
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、

危
険
な
所
と
安
全
な
所
の
見
分
け
方
、

危
険
を
避
け
る
た
め
の
注
意
点
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
地
域

安
全
マ
ッ
プ
作
り
を
進
め
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
、
市
の
教
育
研
究
会
安
全
教

育
部
会
の
研
究
授
業
と
し
て
、
市
内
の

小
中
学
校
の
先
生
方
に
も
公
開
し
ま
し
た
。�

　
今
後
、
各
校
に
お
い
て
作
製
し
た
地

域
安
全
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
安
全
に
関

す
る
新
た
な
気
付
き
や
発
見
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
「
危
険

予
知
能
力
」
や
「
危
険
回
避
能
力
」
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。�

■問
指
導
課
�
○内
３
５
９�

犯罪防止に配慮した都市環境づくりの推進のために�

【
相
談
事
例
】�

�

【
事
例
１
】
（
６０
歳
代
　
女
性
）�

　「
網
戸
張
り
替
え
１
枚
１
０
０
０
円
」

と
移
動
販
売
車
が
拡
声
器
で
流
し
て

い
た
の
で
、
家
に
呼
び
込
ん
だ
。
６

枚
分
の
張
り
替
え
代
金
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
電
卓
で
１
万
４
８
０
０
円

と
表
示
さ
れ
た
（
よ
う
に
思
っ
た
）

の
で
、
張
り
替
え
を
依
頼
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
施
工
後
、
請
求
さ
れ
た
金

額
は
、
１４
万
８
千
円
で
、
押
し
問
答
と

な
っ
た
が
、
結
局
、
現
金
で
支
払
っ
た
。

解
約
し
た
い
が
、
ど
こ
の
業
者
か
分

か
ら
な
い
。�

【
事
例
２
】
（
４０
歳
代
　
女
性
）�

物
干
し
竿
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
移
動
販
売
車
が
通
っ
た
の
で
、

自
分
か
ら
呼
び
止
め
た
。
竿
１
本
７

０
０
０
円
で
、
も
う
１
本
サ
ー
ビ
ス

し
て
く
れ
た
。
気
を
良
く
し
て
、
物

干
し
台
も
購
入
し
た
。
据
え
付
け
後
、

値
段
を
聞
く
と
、
台
は
６
万
円
だ
と

言
う
。
高
い
と
思
っ
た
が
言
い
出
せ
ず
、

内
金
１
万
円
を
支
払
い
、
残
り
は
銀

行
振
り
込
み
に
し
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。�

�

《
ア
ド
バ
イ
ス
》�

○
価
格
や
業
者
名
は
、
事
前
に
し
っ
か
り

確
認
し
ま
し
ょ
う�

　
買
い
物
の
前
に
、
商
品
の
価
格
を
確

認
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

【
事
例
１
】
は
、「
１
枚
１
０
０
０
円
」

と
い
う
放
送
に
よ
っ
て
、
価
格
が
安
い

と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
消
費
者
心
理
を

巧
み
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
移
動

販
売
の
場
合
、
販
売
価
格
、
業
者
名
お

よ
び
連
絡
先
等
を
、
事
前
に
口
頭
確
認

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
場
合
に
よ
っ
て

は
見
積
書
を
取
る
な
ど
、
書
面
で
確
認

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
れ
を
拒
否

す
る
よ
う
な
業
者
は
、
そ
の
場
で
断
る

勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。�

○
自
分
か
ら
呼
び
止
め
た
場
合
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん�

　
訪
問
販
売
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適

用
さ
れ
る
の
は
、
消
費
者
に
と
っ
て
不
意

打
ち
に
な
る
た
め
で
す
。
自
分
か
ら
呼
び

止
め
た
場
合
は
、
訪
問
販
売
に
な
ら
ず
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
事
例
２
】
の
よ
う
に
高
額
だ
と
思
っ
て

も
無
理
強
い
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
い
っ

た
ん
納
得
し
て
契
約
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

一
方
的
に
解
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
す
。
た
だ
し
、
値
引
き
交
渉
や
解
約
交

渉
の
余
地
は
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
き
ら
め

な
い
で
、
県
や
市
町
村
の
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

�

■問
商
工
振
興
課
�
○内
３
３
６
、
県
消
費
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
�
０４８
・
７３４
・

０
９
９
９�

　犯罪を未然に防止し、明るく住み良いまちづくりのため、市
では、町会・自治会が行う防犯灯の設置および管理に関する事
業に対し、補助を行っています。この制度は、平成３年度に夜
間の屋外における犯罪等を防止する目的のために設置する照明
器具について、「八潮市防犯灯設置及び管理補助金交付要綱」に
基づき、補助金を交付するものです。�

補助金の交付の対象となる経費�

①防犯灯の設置に要する経費�
②防犯灯の修繕に要する経費�
③防犯灯を点灯させるための経費�
　補助率および限度額については、設置に要する経費は１灯に
つき３分の２以内の額で、６万円を限度とし、修繕に要する経
費は１灯につき３分の２以内の額で、２万円を限度とします。
また、防犯灯を点灯させるための経費は、町会・自治会が管理
するすべての防犯灯にかかる電気料の全額としたもので、平成
１８年３月末で４，０５４灯が設置されています。�
　平成１７年度決算では、防犯灯の補助金は１，４８１万４，８０８円で、
市民一人当たり約１９２円（平成１８年３月３１日現在の人口７７，３０３
人を基準に算出）の負担となっています。�
　これからも地域が、安全で安心して暮らせるまちづくりのため、
皆さんからお預かりした税金の有効活用を図っていきます。�

■問交通防災課�○内３０５�

─ 防犯灯事業補助金制度 ─�

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
ま
せ
ん
か
？
―�

　
現
在
、
地
域
に
お
い
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
増
進
、
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
協
力
、
災

害
救
助
、
人
権
の
擁
護
な
ど
、
幅
広
い
分

野
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
こ
の
よ
う
な

活
動
を
や
っ
て
み
よ
う
か
と
お
考
え
の
皆

さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
て
み
ま
せ

ん
か
？�

�

Ｑ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ（Non-profit-Organization�

の
略
）
と
は
？�

Ａ
　
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
地
域
の
課

題
に
対
し
て
自
発
的
に
取
り
組
み
、
継
続

し
て
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
民
間
団
体
の

こ
と
で
す
。�

　
な
お
、
法
人
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、

所
轄
庁
の
認
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

Ｑ
　
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
義
務
は
？�

Ａ
　
〈
法
人
格
を
取
得
す
る
メ
リ
ッ
ト
〉�

・
契
約
の
締
結
や
財
産
の
所
有
な
ど
を
団

体
名
義
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

・
業
務
委
託
な
ど
が
受
け
や
す
く
な
り
ま

す
。�

・
損
害
賠
償
な
ど
個
人
の
責
任
か
ら
法
人

へ
の
責
任
に
な
り
、
個
人
の
負
担
感
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。�

・
社
会
的
信
用
が
高
ま
り
ま
す
。�

・
代
表
者
が
替
わ
っ
て
も
、
所
有
権
の
移

転
な
ど
が
不
要
に
な
り
ま
す
。�

・
事
業
の
継
続
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
　
な
ど�

〈
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
生

じ
る
義
務
〉�

・
毎
年
、
総
会
を
開
催
し
て
、
活
動
計
画
、

予
算
、
決
算
な
ど
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

・
情
報
公
開
の
義
務
が
発
生
し
ま
す
。�

・
毎
年
、
所
轄
庁
へ
の
事
業
報
告
書
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

・
法
人
税
法
上
の
収
益
事
業
を
行
う
場
合
、

課
税
さ
れ
ま
す
。
　
な
ど�

Ｑ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
主
な
活
動
事
例
は
？�

Ａ
　
介
護
支
援
、
小
規
模
作
業
所
の
運
営
、

保
育
、
地
域
活
性
化
講
座
の
開
催
、
ス
ポ

ー
ツ
大
会
、
芸
術
作
品
の
展
示
、
清
掃
活

動
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
災
害
支
援
、
在

日
外
国
人
と
の
文
化
交
流
、
子
育
て
支
援
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
　
な
ど�

設
立
認
証
に
か
か
る
申
請
・
相
談
窓
口�

　
県
東
部
地
域
創
造
セ
ン
タ
ー
　
県
民
交

流
担
当�

〒
３４４
│
０
０
３
８
　
春
日
部
市
大
沼
１
│

７６
　
�
０４８
・
７３７
・
１
１
１
０
　
�
０４８
・
７３７

・
９
９
５
８�

地域安全マップ発表会（松之木小学校の6年生たち）�

�

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方�

　
平
成
１９
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

住
所
が
あ
り
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
、市
民
税･

県
民
税
の
申
告
が
必

要
で
す
。�

①
給
与
所
得
者
で
、勤
務
先
か
ら
市
役
所

に
給
与
支
払
報
告
書（
源
泉
徴
収
票
）が

提
出
さ
れ
て
い
な
い
方�

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
ほ
か
に
所

得
の
あ
っ
た
方�

③
給
与
な
ど
を
２
カ
所
以
上
の
会
社
か

ら
受
け
て
い
る
方�

④
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
外
交
員
報

酬
な
ど
が
あ
っ
た
方�

⑤
平
成
１８
年
中
に
会
社
を
退
職
さ
れ
、

平
成
１８
年
中
に
就
職
さ
れ
て
い
な
い
方�

⑥
年
金
基
金
を
受
け
て
い
る
方
や
公
的

年
金
な
ど
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
方�

⑦
営
業
等
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
方�

⑧
不
動
産
所
得
、
利
子
所
得
、
配
当
所
得
、

雑
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
方�

⑨
市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、
事
務

所
や
事
業
所
ま
た
は
家
屋
敷
が
あ
る
方�

※
た
だ
し
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

 

参
考  

下
図
の「
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
？
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。�

�

平
成
１８
年
中
、
所
得
が
無
か
っ
た
方
で

も
次
の
方
は
申
告
が
必
要
で
す�

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方�

②
児
童
（
扶
養
）
手
当
や
幼
稚
園
就
園

奨
励
費
を
受
給
さ
れ
る
方�

③
保
育
所
の
保
育
料
算
定
な
ど
で
証
明

書
が
必
要
に
な
る
方�

④
ど
な
た
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い

方
で
、
障
害
者
年
金
、
老
齢
福
祉
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方�

⑤
市
民
税･
県
民
税
申
告
書
が
送
ら
れ
て

き
た
方
（
申
告
書
は
、
１
月
末
に
郵
送

し
て
い
ま
す
）�

�

申
告
す
る
際
に
持
参
す
る
も
の�

①
平
成
１８
年
中
の
所
得
が
分
か
る
も
の�

▼
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
、
給
与
支
払
証

明
書�

▼
営
業
等
、
農
業
、
不
動
産
所
得
の
あ

っ
た
方
は
、
収
支
の
分
か
る
帳
簿
、
領

収
書
な
ど
（
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費

な
ど
の
収
支
内
訳
は
、
自
分
で
必
ず
合

計
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
）�

②
国
民
健
康
保
険
税
の
平
成
１８
年
中
に

支
払
っ
た
領
収
書�

③
国
民
年
金
等
の
控
除
証
明
書
（
社
会

保
険
庁
等
が
発
行
し
た
も
の
）�

④
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の
支
払

証
明
書�

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
医
療

に
か
か
っ
た
領
収
書
と
保
険
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
た
金
額
が
分
か
る
も
の
（
領

収
書
な
ど
は
、
医
療
機
関
別
に
合
計
し

て
ご
持
参
く
だ
さ
い
）�

⑥
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
電
卓�

�

事
業
専
従
者
の
い
る
事
業
主
の
方�

　
事
業
主
の
方
は
、
申
告
す
る
際
、
必

ず
事
業
専
従
者
欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

事
業
専
従
者
の
給
与
支
払
報
告
書
を
市

役
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

郵
送
に
よ
る
提
出
が
可
能
な
方�

▼
平
成
１８
年
中
に
所
得
が
無
か
っ
た
方
は
、

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
裏
面
の
「
平

成
１８
年
中
に
所
得
が
無
か
っ
た
方
の
記

載
欄
」
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
年
末
調
整
の
済
ん
で
い
る
源
泉
徴
収

票
を
お
持
ち
の
方
で
、
医
療
費
控
除
な

ど
控
除
の
追
加
が
無
い
方
や
内
容
の
変

更
な
ど
が
無
い
方
は
、
申
告
書
に
源
泉

徴
収
票
を
添
付
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
郵
送
の
際
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

�

申
告
会
場
で
の
提
出�

　
申
告
会
場
は
、
八
潮
メ
セ
ナ
会
場
（
表

１
）
と
出
張
申
告
会
場
（
表
２
）
が
あ

り
ま
す
の
で
、
各
表
を
ご
参
照
の
う
え
、

受
付
対
象
地
域
の
受
付
日
に
来
場
さ
れ
て
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
指
定
さ
れ
た
受
付
日
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、
指
定
さ
れ
た
受
付
日

以
外
で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

承
知
く
だ
さ
い
。�

　
土
・
日
曜
日
は
休
み
で
す
が
、
３
月

４
日
�
に
限
り
、
八
潮
メ
セ
ナ
１
階
展

示
室
に
て
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、

申
告
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
※
午
後

の
受
け
付
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

�

市
民
税
・
県
民
税
の
問
い
合
わ
せ
先�

市
民
税
課
　
市
民
税
係
�
○内
２
０
６�

　
受
け
付
け
は
、
２
月
１６
日
か
ら
３
月
１５
日
ま
で�

■時午前9時～11時・午後1時～4時�
■場八潮メセナ1階展示室�

市民税・県民税の申告をする必要があるの？�

（注１）保育所入所、児童手当、児童扶養手当、幼稚園就園奨励費などの受給。県営住宅・市営住�
 宅等の家賃、老人ホーム利用料。別世帯の親族の扶養（控除対象者）になっている方など。�

（注２）八潮市に給与支払報告書が提出されているかは、勤務先にご確認ください。�

スタート�

はい�

はい�

はい�

はい�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

はい�

はい�

はい�

はい�

はい�

いいえ�

いいえ� いいえ�

いいえ� はい�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

平成19年1月1日現在八潮市
に居住していましたか？�

同居親族の扶養（控除対象
者）となっていますか？�

あなたは、国民健康保険に
加入していますか？�

税務署から確定申告書が送
付されてますか？�

確定申告をしますか？�

あなたは、給与所得者です
か？�

給与以外の所得が20万円
を超えていますか？�

確定申告をする必要があり
ます。�

確定申告をする必要があ
ります。�

勤務先から八潮市へ給与支
払報告書が提出されていま
すか？（注2）�

平成19年1月1日現在、居
住していた市区町村に確
認してください。�

市民税・県民税の申告は
必要ありません。�

市民税・県民税の申告を
する必要があります。�

市民税・県民税の申告は必要ありません。ただし、各種手当
の受給など（注1）や証明書の発行が必要な方は、市民税・
県民税の申告をする必要があります。�

平成18年1月1日から平成
18年12月31日までに収入�
（パート・アルバイト等含む）
がありましたか？�

給与以外に事業所得、株式
の配当、報酬、不動産所得、
年金などの所得があります
か？�

受付日�

２月１６日（金）�中央一丁目～中央四丁目�

１９日（月）�八潮一丁目～八潮四丁目�

２０日（火）�八潮五丁目～八潮八丁目�

２１日（水）�緑町一丁目・緑町二丁目�

２２日（木）�緑町三丁目～緑町五丁目�

２３日（金）�鶴ヶ曽根�

２６日（月）�伊草・伊草団地�

２７日（火）�小作田・松之木・新町�

２８日（水）�二丁目・上馬場・中馬場�

３月１日（木）�木曽根・大原�

２日（金）�伊勢野・大瀬・垳�

５日（月）�浮塚・西袋�

６日（火）�八條・八潮団地�

７日（水）�南川崎・古新田�

８日（木）�大曽根�

９日（金）�

１２日（月）�

１３日（火）�

１４日（水）�

１５日（木）�

柳之宮・南後谷�

上記の指定された受付日に、�
申告に来ることができない方�

受付対象地域�

市民税･県民税の申告日程�
表1　市民税・県民税申告受付日程�

（八潮メセナ会場）�

全
小
学
校
で
地
域
安
全�

マ
ッ
プ
を
作
製�

せ
い�

ば�

え
い�
と
ぅ�

ず
い
ー� ら�

こ�

た
な
べ�

せ
い�

あ
か�

で
ん�

だ
い�

た
だ�あ

り�

が
わ�

す�

あ
り�

す�

あ
り�

お
か�

お
く�

だ�

し�

や
ま�

う
み�

て
つ�

こ�

ひ
ろ�

の
り�

お
か�

み�

は
ら�

い
ず
み�

ば
や
し�

ど
う�

に�

ほ
ん�

て
つ�

ど
う�

み�

き�

が
わ�

す�

あ
り�

す�

じ�

だ
い�

お
く�

み
ょ
う�

せ
つ�

ば�

や
ま�

も
と�

い
ち�

り
き�

か
ず�

き�

く
ち�

ば�

け�

こ�
ぜ
ん�

へ
ん�

し
つ�

し
ゅ
う�

し
ゅ
う�

さ
く
ら�

た
な
べ�

せ
い�

こ�
た
な
べ�

し
ゅ
う�
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■時午前9時30分～11時・午後1時～3時30分�

表2　出張申告会場受付日程�

確定申告会場案内図� 　１月８日、八潮メセナで成人式が開催されました。�
　今年の成人式も新成人自らが実行委員会を組織し、式典
やお楽しみ抽選会などの企画運営を行いました。また、各
出身中学校に分かれての恩師を交えた懇親会などでは、久
しぶりに会う懐かしい顔を見つけては、笑顔で語り合って
いました。�
（市内の新成人＝７８６人　内訳：男性４０１人、女性３８５人）�

大人への仲間入りに大人への仲間入りに786786人�大人への仲間入りに786人�

　１月７日、八潮メセナで「第１４回新春メセナロビーコン
サート『粋』」が、開催されました。�
　コンサートは、邦楽こども教室の皆さんによる長唄「小
鍛冶」に始まり、市内を中心に活動している「雅の会」に
よる箏、三味線、尺八、唄で数々の古典音楽が披露され、
会場に訪れた皆さんは、一時、新春を飾る和の響きを楽し
んでいました。�

　１月１４日は木曽根氷川神社で、１月２０日は鶴ヶ曽根の上久伊豆神社と下久伊豆神社
で「弓ぶち」が行われました。�
　この行事は「オビシャ」と呼ばれ、弓矢で的を射て、新年の農作物の出来具合を占
い、併せて家内安全・無病息災・厄除け・開運を願うものです。�

新春を飾る和の響き �新春を飾る和の響き�

八潮の弓ぶち行事�八潮の弓ぶち行事�

　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
日
々
の
お
子
さ

ん
の
成
長
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
一
方
で
、

時
に
は
子
ど
も
の
発
育
・
発
達
や
育
児
の

仕
方
な
ど
に
悩
ん
だ
り
、
不
安
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？�

　
子
育
て
は
２４
時
間
休
み
無
し
の
た
め
、

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
疲
れ
た
り
す
る
日
も

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
子
さ
ん
の
健
や

か
な
成
長
に
は
、
子
育
て
す
る
方
の
ゆ
っ

た
り
し
た
気
持
ち
も
大
切
で
す
。�

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
出

産
後
、
お
子
さ
ん
が
学
校
に
入
る
ま
で
の

間
、
左
記
の
よ
う
な
事
業
を
通
し
、
子
育

て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

受付日� 地図�受付会場�
２月１９日（月）� ①�
２０日（火）�
２１日（水）�
２２日（木）�
２３日（金）�

古新田公民館�

① 

古
新
田
公
民
館�

④ 
ゆ
ま
に
て�

③ 

八
條
公
民
館�

② 

大
曽
根
中
公
民
館�

⑤ 

資
料
館�

②�大曽根中公民館�
③�八條公民館�
④�ゆまにて�
⑤�資料館�

確
定
申
告
が
必
要
な
方�

　
次
の
よ
う
な
方
は
、
確
定
申
告
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。�

①
事
業
を
営
ん
で
い
る
場
合
や
不
動
産
収

入
が
あ
る
場
合
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た

場
合
な
ど
で
、
平
成
１８
年
中
の
所
得
金
額

の
合
計
額
か
ら
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計

額
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
に
算
出

し
た
税
額
が
、
配
当
控
除
と
定
率
減
税
額

と
の
合
計
額
を
超
え
る
方�

②
給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

な
ど
に
該
当
す
る
方�

イ
　
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る

方�

ロ
　
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
方�

ハ
　
１
カ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
方

で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
２０
万
円
を
超
え
る
方�

ニ
　
同
族
会
社
の
役
員
な
ど
で
、
そ
の
法

人
か
ら
貸
付
金
の
利
子
や
不
動
産
の
賃

貸
料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方�

「
自
書
申
告
」
を�

　
税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度
の
趣
旨

か
ら
、
確
定
申
告
書
・
収
支
内
訳
書
な
ど

の
提
出
書
類
を
、
ご
自
分
で
正
し
く
作
成

し
、
郵
送
等
に
よ
り
提
出
し
て
い
た
だ
く
、

「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ご

自
分
で
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
る
よ
う

な
相
談
・
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に�

　
越
谷
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
に
、
確
定
申
告
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
確
定
申
告
書
が

届
か
な
い
方
で
も
一
定
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。�

確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
方�

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
無
い
方
で
も
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
、
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

①
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿
料
な
ど

の
収
入
が
少
額
で
、
そ
の
他
の
所
得
も
あ

ま
り
多
く
な
い
方�

②
給
与
所
得
者
で
、
次
の
よ
う
な
方�

イ
　
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方�

ロ
　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
マ

イ
ホ
ー
ム
を
新
築
・
購
入
ま
た
は
大
規

模
な
修
繕
・
増
築
を
し
た
方�

ハ
　
災
害
や
盗
難
な
ど
に
あ
っ
た
方�

ニ
　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
寄
付
金
を

支
払
っ
た
方�

③
平
成
１８
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を
受

け
な
か
っ
た
方�

所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に�

　
還
付
の
申
告
は
、
１
月
か
ら
越
谷
税
務

署
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
確
定
申
告
の
期
間
（
２
月
１６
日
〜
３
月

１５
日
）
は
、
申
告
相
談
会
場
が
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。�

消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
方�

　
平
成
１６
年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万

円
を
超
え
た
方
は
、
平
成
１８
年
分
の
消
費

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
消
費
税
の
相
談

が
必
要
な
方
は
、
早
め
に
越
谷
税
務
署
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。�

納
税
は
期
限
内
に�

　
平
成
１８
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る
所
得

税
お
よ
び
消
費
税
の
納
期
限
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。�

所
得
税
の
納
期
限
は
３
月
１５
日
（木）�

消
費
税
の
納
期
限
は
４
月
２
日
（月）�

　
ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
方
の

預
貯
金
口
座
か
ら
の
振
替
日
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。�

　
な
お
、
振
替
期
日
の
２
、
３
日
前
に
は

預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

所
得
税
の
振
替
納
税
は
４
月
２０
日
（金）�

消
費
税
の
振
替
納
税
は
４
月
２６
日
（木）�

　
安
全
で
便
利
な
振
替
納
税
を
お
勧
め
し

ま
す
。�

確
定
申
告
書
の
作
成
は
便
利
な�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で�

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
』（
関
東
信
越
国
税

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
）
で
作
成
し
た
所
得
税
・
消
費
税

の
申
告
書
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
そ
の

ま
ま
提
出
で
き
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を

利
用
す
れ
ば
、
確
定
申
告
書
を
取
り
に
税

務
署
な
ど
に
出
向
か
ず
、
自
宅
で
都
合
の

良
い
時
間
に
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
税
務
署
等
の
申
告
相
談
会
場
で

長
時
間
待
つ
こ
と
な
く
郵
送
で
提
出
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス�

http://www.nta.go.jp

関
東
信
越
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス�

http://www.kantoshinetsu.nta.go.jp

日
曜
相
談
会�

　
２
月
１８
日
・
２５
日
の
日
曜
日
に
限
り
、

越
谷
税
務
署
申
告
会
場
で
相
談
お
よ
び
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。�

●
所
得
税
申
告
会
場
日
程�

�������������������

●
税
理
士
会
無
料
税
務
相
談
会
日
程�

�������

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
の
申
告

は
、
越
谷
税
務
署
で
す
。
八
潮
メ
セ
ナ
会

場
で
の
申
告
相
談
の
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
。�

・
平
成
１８
年
中
に
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利

用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
方
や
連

帯
債
務
で
借
り
入
れ
を
さ
れ
て
い
る
方
（
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）�

・
土
地
・
建
物
・
株
な
ど
を
売
っ
た
方�

・
青
色
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方�

・
損
失
の
申
告
を
さ
れ
る
方�

・
収
支
内
訳
書
の
自
書
記
入
の
な
い
方�

・
平
成
１８
年
か
ら
事
業
を
始
め
た
方�

確
定
申
告
相
談
の�

受
け
付
け
は
、
2
月

16
日
か
ら
3
月

15
日
ま
で�

所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
は
、
越
谷
税
務
署
へ
！�

区分�区
分�

会
場�

確
定
申
告
の
問
い
合
わ
せ
先�

越
谷
税
務
署�

・
個
人
課
税
部
門
（
申
告
案
内
窓
口
）�

�
９６０
・
６
７
６
６
（
３
月
１５
日
ま
で
）�

・
代
表
電
話
　
９６５
・
８
１
１
１�

〒
３４３
│
８
６
０
１�

越
谷
市
赤
山
町
５
丁
目
７
番
４７
号�

受付
時間�

受付
時間� 相談受付日�相談�

受付日�
確
定
申
告
（
青
色
・
白
色
一
般
・

譲
渡
・
贈
与
等
）�

越
谷
税
務
署�

会
場�

八
潮
メ
セ
ナ�

還
付
申
告�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
午
後

４
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）�

２
月
１６
日
�
〜
３
月
１５
日
��

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）�

た
だ
し
、
２
月
１８
日
・
２５
日

の
日
曜
日
に
限
り
、
受
け
付

け
ま
す
。�

２
月
１９
日
�
〜
２３
日
��

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時�

午
後
１
時
〜
３
時�

〈妊娠期〉� 〈乳児期〉� 〈幼児期〉�

妊娠� 出産� 就学�

母子健康手帳の交付�

パパ・ママ学級�
※５～７カ月の初妊婦さんと�
　その夫が対象（月１回、予約制）�

妊産婦・新生児訪問�
※生後１カ月までの赤ちゃんと�
　お母さんへの訪問�

4カ月児健診�
※委託医療機関で実施�
　（個別通知）�

乳　幼　児　相　談（離 乳 食 教 室 併 設）�
※２カ月～就学前までのお子さんが対象・身体計測と相談を実施（月１回）�
　離乳食教室は満５カ月以上のお子さんが対象・栄養士による話や試食等（月１回）�

3歳児健診�
※集団健診（個別通知）�

1歳6カ月児健診�
※集団健診（個別通知）�

プレママサロン�
※妊婦さん同士の交流会（月１回）�

す　こ　や　か　相　談�
※就学前までのお子さんで、発育・発達、ことばの遅れ、�
　落ち着きがないなどの心配のある方が対象（月１回）�

予　防　接　種�
※個別接種と集団接種�
　（個別通知）�

プレイルーム開放�
※２カ月からのお子さんが利用可�
　（毎週水曜日）�

テ　ィ　ー　ン　ズ� ※１０代ママ同士の交流会（月１回）�

※電話や来所、訪問での相談も随時受け付けています。■問保健センター�９９５－３３８１～３�

（予約制）�
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